
渡り鳥が飛来する大崎耕土の田んぼ

ＮＰＯ法人田んぼ 理事長 舩橋玲二

生きものと共に歩む米づくりを目指して



大崎地域のお米の例 三志米

鳴子の中山間地域での米づくりに地域が一体となって取り組み、
栽培された『うるち米』と『もち米』の中間の性質を持つお米

冬のたんぼに水を張り、水鳥の休息地やねぐらを増やすと共に、
たんぼの多様な生き物との共生によってできた無農薬米

地域住民が絶滅の恐れから守る、水環境のバロメーター・シナイ
モツゴが生息する安全な水を利用し生み出した環境保全米
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シナイモツゴ ＮＰＯ法人シナイモツゴ郷の会ＨＰより



大崎地域のお米の例 三志米

鳴子の中山間地域での米づくりに地域が
一体となって取り組み、栽培された『う
るち米』と『もち米』の中間の性質を持

つお米
冬のたんぼに水を張り、水鳥の休息地や
ねぐらを増やすと共に、たんぼの多様な
生き物との共生によってできた無農薬米
地域住民が絶滅の恐れから守る、水環境
のバロメーター・シナイモツゴが生息す
る安全な水を利用し生み出した環境保全

米













除草区 非除草区









ミミズの体を通すと、土の
菌類の生物多様性活性
値が６倍以上になる

土壌微生物多様性・活性値(偏差
値)： 273,270( 35.9 )から

土壌微生物多様性・活性値(偏差
値)： 1,880,240( 80.3 )

48時間後のプレート発色状態

ミミズの体を通すだけで

















おかげさまで本日もおいしいご飯をいただいています。

同じお米をあの雁たちも食べているのですね。



【お知らせ】世界農業遺産と家族農業のシンポジウム

https://www.fao.org/index.php?id=116902

Follow the hybrid event live from Tokyo!
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